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  【裏面もあります！】    
 ■議会改革を推進中 

福岡県の空港ビジョンを知事と議論 

 
 

福
岡
県
議
会
は
12
月
定
例
会

（
12
月
１
日
～
18
日
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
私
は
就
任
以
来
、

連
続
15
回
目
と
な
る
本
会
議
で

の
質
問
に
臨
み
、
所
属
会
派
を

代
表
し
て
小
川
洋
知
事
ら
と

様
々
な
県
政
課
題
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。
中
で
も
「
福 

の
姿
勢
▽
産
業
廃
棄
物
処
分

場
の
掘
削
調
査
の
あ
り
方

―
―

な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。 

  

詳
細
は
裏
面
で
報
告
し
ま

す
。
ま
た
、
私
の
公
式
Ｈ
Ｐ

や
ブ
ロ
グ
で
も
報
告
し
て
お

り
、
県
議
会
の
Ｈ
Ｐ
で
は
質

疑
の
動
画
を
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
ご
参
照
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

 

今
回
の
代
表
質
問
で
は
、

私
か
ら
民
間
委
託
に
つ
い
て
、

県
の
空
港
の
将
来
構
想
の
実

現
に
係
る
協
力
な
ど
国
の
責

任
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
条

件
に
つ
い
て
実
効
性
を
ど
の

よ
う
に
担
保
す
る
の
か
、
質

問
。
知
事
は
「
（
条
件
は
）

地
元
の
意
見
と
し
て
提
出
し

た
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
尊

重
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
民
間

委
託
の
具
体
的
な
内
容
を
定

め
る
実
行
方
針
な
ど
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
、
国
と
し
っ
か

り
協
議
、
調
整
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
に
も
▽
男
女
が

共
に
働
き
や
す
い
社
会
づ
く

り
（
男
性
の
育
児
休
業
の
取

得
促
進
な
ど
）
▽
玄
海
原
子

力
発
電
所
（
佐
賀
県
）
の
再

稼
働
に
あ
た
っ
て
の
福
岡
県

と
し
て
の
立
場
▽
財
務
省
が

公
立
小
学
校
１
年
生
で
定
着

し
て
い
る
35
人
以
下
学
級
を

40
人
以
下
に
戻
す
方
針
を
示

し
た
こ
と
に
関
す
る
県
教
委 

知事（写真左前）らに多くの県政課題を提起した代表質問＝２０１４年１２月５日 

福岡県議会議員 

【古賀市】 

古賀発！ただいま 

県政刷新中！ 

～第２３号～ 
2015年2月発行 

！ 

田辺の政治活動を連日発信しています！ 田辺かずき 

ブログ(政治活動日記）   

 facebook 
Twitter  

公式ホームページ http://www.tanabe-kazuki.jp/ 

検索 で 

http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/ 

http://www.facebook.com/kazuki.tanabe 
@tanabe_kazuki  アカウント→ 

▼福岡県議会のホームページはこちら 
http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/ 

北
九
州
両
空
港
の
一
体
的
運

営
」
は
何
度
も
提
起
し
て
い

る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
福
岡
空

港
の
民
間
委
託
に
向
け
た
動

き
と
合
わ
せ
、
知
事
に
問
い

ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
混

雑
が
常
態
化
し
て
い
る
福
岡

空
港
の
対
策
と
し
て
、
滑
走

路
の
増
設
に
加
え
、
北
九
州

空
港
と
の
一
体
的
運
営
を
推

進
す
る
よ
う
に
提
言
。
知
事

は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
昨
年

11
月
に
「
福
岡
県
の
空
港
の

将
来
構
想
」
と
題
し
て
、
両

空
港
の
役
割
分
担
と
相
互
補

完
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

公
表
し
、
あ
わ
せ
て
福
岡
空

港
の
民
間
委
託
に
同
意
す
る

意
向
も
表
明
し
ま
し
た
。
国

は
民
間
委
託
に
よ
る
運
営
権

の
売
却
益
を
滑
走
路
増
設
費

用
に
充
て
る
計
画
で
す
。 

岡
・ 

裏
面
へ
つ
づ
き
ま
す 



 私の県議会活動は地元の皆さんの「声」が
あってこそ。市内各地の公民館で対話集会を
毎週開催しており、ご連絡をいただければサ
ークル活動などの地域の皆さんの集まりにも
足を運び、県政報告と意見交換をさせていた
だいています。事務所（０９２－６９２－８５１０
）まで。 

 ブログやフェイスブックなどによる連日の情報
発信に加え、紙ベースの県政報告書（１～２カ
月に１回のペースで発行）で活動をお伝えして
おり、ご希望の方には郵送させていただいてい
ます。県政活動の意義と詳細を記していますの
で、事務所（０９２－６９２－８５１０）までご連絡く
ださい。 

【対話集会を開催】 【県政報告書の発送】 

12月定例会 代表質問  多くの県政課題を提起 
【裏面】 

田辺かずき 
県政報告 

お し ら せ 田辺かずき事務所からの 

― ！ 
 

福
岡
県
議
会
12
月
定
例
会
の
代
表
質

問
で
、
私
は
知
事
に
対
し
、
福
岡
県
の

空
港
の
将
来
構
想
に
加
え
、
多
様
な
県

政
課
題
を
提
起
、
議
論
し
ま
し
た
。
代

表
質
問
は
長
時
間
に
わ
た
っ
て
知
事
ら

に
質
疑
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
再
質
問
、
再
々
質
問
と

問
題
提
起
を
繰
り
返
す
中
で
、
知
事
か

ら
県
政
の
前
進
に
つ
な
が
る
前
向
き
な

答
弁
も
得
ら
れ
ま
し
た
。
知
事
、
教
育

長
、
警
察
本
部
長
の
答
弁
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
ま
す
。 

【
14
年
度
の
税
収
見
通
し
と
財
政
改
革

推
進
プ
ラ
ン
】 

 

14
年
度
の
県
税
収
入
全
体
を
見
る
と
、

13
年
度
決
算
額
と
比
較
し
た
当
初
予
算

の
伸
長
率
１
０
３
％
を
上
回
る
１
０

３
・
５
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
予

算
は
確
保
で
き
る
。
（
財
政
改
革
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
）
将
来
に
向
け
て
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
引

き
続
き
歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
る
改

革
に
取
り
組
む
。 

   

民
間
委
託
に
係
る
福
岡
県
か
ら
国
へ

の
条
件
に
関
し
、
国
は
「
地
元
で
懸
念

さ
れ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
し
っ 

業
」
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
（
こ

れ
ま
で
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
）
登

録
企
業
に
お
け
る
男
性
の
育
児
休
業
取

得
率
が
把
握
で
き
る
よ
う
、
調
査
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。 

【
35
人
以
下
学
級
の
維
持
・
拡
大
】 

 

（
財
務
省
が
示
し
た
）
全
国
的
に
定

着
し
た
小
学
校
１
年
生
の
35
人
以
下
学

級
を
40
人
以
下
に
戻
す
こ
と
は
、
学
校

現
場
に
大
き
な
混
乱
が
生
じ
る
と
懸
念
。

県
教
委
と
し
て
は
、
公
立
小
学
校
1
年

生
の
35
人
以
下
学
級
を
堅
持
し
、
教
育

効
果
を
高
め
る
た
め
、
他
の
学
年
も
含

め
中
長
期
的
な
定
数
改
善
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
（※

財
務

省
は
そ
の
後
、
40
人
以
下
に
戻
す
方
針

を
撤
回
） 

【
性
暴
力
被
害
者
支
援
の
拡
充
と
性
犯 

罪
の
抑
止
】 

 

（
現
在
、
深
夜
・
早
朝
に
受
付
対
応

が
で
き
て
い
な
い
）
「
性
暴
力
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ
く
お
か
」
の
24
時

間
相
談
体
制
の
整
備
つ
い
て
は
、
課
題

を
踏
ま
え
、
他
県
の
実
態
も
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
協
力
医
療
機

関
の
拡
充
と
セ
ン
タ
ー
の
周
知
に
も
務

め
る
。
県
内
で
性
犯
罪
の
認
知
件
数
が

高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
は
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
と
も
、
性
犯

罪
抑
止
の
た
め
の
啓
発
、
関
係
機
関
と

の
連
携
な
ど
を
図
り
、
被
疑
者
の
検
挙

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
る
。 

   

ポ
イ
ン
ト
は
以
上
で
す
。
質
問
と
答

弁
の
全
文
は
公
式
Ｈ
Ｐ
や
ブ
ロ
グ
か
ら

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
表
質
問
当

日
は
地
元
・
古
賀
市
か
ら
も
多
く
の
皆

さ
ん
が
傍
聴
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、

議
会
に
お
け
る
質
問
・
提
案
に
し
っ
か

り
取
り
組
み
、
県
政
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。 

か
り
対
応
す
る
」
と
し
て
い
る
。
今
後
、

こ
の
条
件
が
実
施
方
針
な
ど
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
県
と
し
て
地
域
の
立
場
か

ら
国
と
協
議
、
調
整
す
る
。 

   

再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
立
地

自
治
体
の
意
向
が
何
よ
り
尊
重
さ
れ
る

べ
き
。
（
原
発
立
地
県
の
隣
接
県
と
し

て
）
福
岡
県
が
九
州
電
力
と
締
結
し
た

安
全
協
定
に
は
、
福
島
第
１
原
発
の
よ

う
な
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
原

発
か
ら
30
キ
ロ
超
の
福
岡
市
に
も
九
電

か
ら
直
接
連
絡
が
入
る
仕
組
み
を
全
国

に
先
駆
け
て
盛
り
込
ん
で
い
る
。
県
と

し
て
は
こ
の
協
定
を
着
実
に
運
用
し
て

い
く
。
再
稼
働
に
当
た
っ
て
の
（
福
岡

県
の
）
事
前
同
意
を
（
追
加
で
）
盛
り

込
む
よ
う
な
安
全
協
定
の
改
定
は
考
え

て
い
な
い
。 

【
産
業
廃
棄
物
行
政
の
推
進
】 

 

県
と
し
て
全
国
で
初
め
て
安
定
型
産

業
廃
棄
物
処
分
場
の
定
期
掘
削
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
監
視
・
指
導
の
強
化
を

図
っ
た
。
調
査
で
不
適
正
処
理
が
確
認

さ
れ
た
処
分
場
は
「
全
体
」
を
調
査
す

る
考
え
だ
が
、
大
規
模
な
処
分
場
に
お

い
て
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が 

 

田辺かずき 
プロフィール 

1980年5月16日生まれ 
1987年 暁の星幼稚園 卒園 
1993年 花鶴小学校 卒業 
     在学中、第２回古賀町 
           少年の船に参加 
1996年 古賀中学校 卒業 
1999年 福岡県立福岡高校 卒業 
           （高５１回） 
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
     毎日新聞社 入社／福井支局 配属 
           原発事故や災害弱者、日本人拉致問題などを 
           取材 
2006年 大阪本社社会部 配属 
     橋下徹・大阪府知事（当時）、大阪府警、甲子園、 
     福祉問題、地域活性化、国際紛争などに取り組む 
2011年 福岡県議会議員 初当選 
     厚生労働環境委員会（～13年） 
     国際交流推進対策調査特別委員会（～13年） 
 
【現在の所属】  福岡県議会・新社会推進商工委員会、同・
防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会、同・ス
ポーツ議員連盟幹事、全国青年都道府県議会議員の会
（福岡県世話人）、民主党青年委員会事務局次長、民主
党・県政クラブ県議団など 
 
【家族】  会社員の妻、７歳の長男、４歳の長女 

議会改革を推進！― 福岡県議会「選挙公報」を発行へ！ 

 ２０１５年４月の福岡県議会議員選挙で「選挙

公報」を初めて発行することが決まりました。県

議会12月定例会に「福岡県議会議員の選挙におけ

る選挙公報の発行に関する条例」が議員提案され、

可決・成立しました（12月５日に公布・施行）。

これは、私が所属会派の会議で提案したことが契

機となって議会内の協議が始まり、他の会派の賛

同を得ることができたもの。選挙公報は、候補者

の政見や経歴などを掲載し、有権者の皆さんの重 

要な判断材料となります。今回の条例制定で、有

権者の皆さんが当たり前の「選択の材料」を手に

できることになりました。 

 このように、福岡県議会は現在の議員の任期で

ある２０１１年４月からの４年間、議会改革を進

めてきました。それ以前は政策的な議員提案条例

が作られていない状況でしたが、12年には飲酒運

転撲滅条例を制定。さらに14年12月定例会で、危

険ドラッグ規制条例を全国で初めて議員提案で成

立させました。引き続き改革に取り組みます。 

◇ 田辺の提案実り、今年４月の県議選から 

 朝の古賀駅、千鳥駅、ししぶ駅で県政報告を

配布し、市内各地の交差点でも挨拶。年始は古

賀市消防団の出初式や成人式、駅伝、商工会青

年部の皆さんのご尽力による「どんど焼き」、

各地域のもちつきなどの行事に参加し、多くの

皆さんと話をさせていただきました。引き続き、

しっかりと地元を回ります。 

【
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
と
九
州

電
力
玄
海
原
発
の
再
稼
働
】 

【
福
岡
・
北
九
州
両
空
港
の
一
体
的 

営
ビ
ジ
ョ
ン
と
福
岡
空
港
の
民
間
委 

運 託
】 

ら
、
再
調
査
の
方
法
を
決

め
て
い
き
た
い
。 

【
男
女
が
共
に
働
き
や
す

い
社
会
づ
く
り
】 

 

福
岡
県
の
民
間
企
業
の

男
性
育
児
休
業
取
得
率
は

０
・
６
％
に
と
ど
ま
る

（
13
年
度
調
査
）
。
男
性

の
育
児
休
業
は
、
こ
れ
か

ら
の
女
性
就
業
を
促
進
す

る
う
え
で
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
県
が
取
り
組
む
事

業
「
子
育
て
応
援
宣
言
企 

◇ 
 

 
 

◇ 


